
平素はエメラルドSTACIA カードをご愛顧いただき、誠にありがとうございます。

このたび、2018年8月6日（月）より新システムに移行させていただきます。

これに伴い、ショッピングご利用代金のご請求月、ご利用可能枠等クレジットカードシ

ステム、ならびに会員規約の一部が変更になります。

なお、お持ちいただいておりますエメラルドSTACIA カードは通常どおりご利用いただけ

ますのでご安心ください。

また、新システムへの移行に関しまして、お客さまによるお手続きは必要ございません。

このたびの変更に際し、何卒ご理解賜りますようお願い申しあげます。

今後ともエメラルドSTACIA カードをご愛顧賜りますよう何卒よろしくお願い申しあげ

ます。

2018年6月

株式会社アプラス

会員規約
変更後（2018年8月6日付）現在

アプラスカード会員規約
 ＜一般条項＞
第１条（会員および家族会員）　略
第２条（カードの貸与・有効期限）　略
第３条（年会費）　略
第４条（暗証番号）　略
第５条（カードの機能）　略
第６条（付帯サービス等）　略
第７条（カードの利用可能枠）　
⑴　当社は、カードの利用可能枠を、家族会員の利用分を含んで審査のうえ決定し、定めるものとします。
　なお、本条に定める利用可能枠には、家族会員の利用分を含むものとします。
⑵　当社は、⑴のカードの利用可能枠を、カードショッピングに係る利用可能枠（以下「ショッピング利
　用可能枠」といいます。）およびカードキャッシングに係る利用可能枠（以下「キャッシング利用可能
　枠」といいます。）の合計により定めるものとします。
⑶　当社は、ショッピング利用可能枠の範囲内で、2回払い、ボ－ナス一括払い、回数指定分割払い、リボ
　ルビング払い（以下、これらの支払方法を総じて、本条において「分割払い等」といいます。）に係る利用
　可能枠（以下「割賦利用可能枠」といいます。）を審査のうえ決定し、定めるものとします。
⑷　会員が当社から複数枚のカードの貸与を受けた場合、それら複数枚のカード全体における利用可能枠は、
　原則として各カードごとに定められた利用可能枠のうち最も高い金額となり、それら複数枚のカードにおける
　利用可能枠の合計金額にはなりません。
⑸　本条に定める利用可能枠は、当社が会員に対してカードを発送する際に同封する台紙等に表示その他
　当社所定の方法により通知するものとします。
⑹　会員は、当社が認めた場合を除き、本条に定める利用可能枠を超えてカードを利用してはならないものと
　します。なお、当社の承認なくカードの利用可能枠を超えてカードを利用した場合は、カードの利用可能枠
　を超えた金額について速やかに一括して支払うものとします。また、会員が割賦利用可能枠を超えてカード
　ショッピングを行った場合は、当該超過分は、「翌月１回払い」（締切日により当月１回払いとなる場合を含み
　ます。以下同じ）として取り扱われることに会員は異議ないものとします。
⑺　日本国外におけるカードの１回当りの利用可能枠は、国別に当社が定めるものとします。
⑻　当社は、会員または会員のカード利用が以下の各号のいずれかに該当した場合は、カードの利用を停止し、
　あるいは利用可能枠を減額できるものとします。
①会員のカード利用が本規約に違反する場合、あるいは違反するおそれがある場合、その他不審な点が
　みられた場合。
②会員の信用状態が著しく悪化した場合。
③会員が、関係法令または当社が属する業界団体等の自主規制（以下「関係法令等」といいます。）に基づき
　当社が提出を求めた収入証明書類、その他の必要書類を提出しなかった場合。
④会員の借入残高あるいは利用残高が、関係法令等に定められた上限を超過する場合。
⑤その他当社が必要と認めた場合。

⑼　当社が前項の措置を講じる場合、関係法令等により通知が義務づけられている場合を除いて会員
　に対して特段の通知を要しないものとします。
⑽　当社は、会員が希望し、当社が適当と認めた場合には、本条に定める利用可能枠を増枠できるものとし
　ます。ただし、会員から増枠を希望しない旨の申出があった場合は増枠しないものとします。

⑿　削除

⒀　削除

第８条（支払い）　略
第９条（日本国外の利用代金の円への換算）　略
第１０条（カード利用による支払金等の充当順位）　略
第１１条（費用等の負担）　略
第１２条（公租公課）　略
第１３条（カードの紛失・盗難・偽造）　略
第１４条（カードの再発行）　略
第１５条（期限の利益喪失）　略
第１６条（脱会ならびにカードの利用停止と返却）　略
第１７条（カード利用の一時停止）
会員が、カードの利用可能枠を超えた利用をした場合またはしようとした場合、利用可能枠内であっても短時
間に換金性の高い商品（貴金属、商品券類等を指すが、これらに限らない。）を連続して購入する等、カード利用
状況が不審なものと当社が判断した場合、もしくは第８条に規定する支払いの遅延状況によっては、当社は、
会員に対して特段の通知を要せず、当該カードの利用を一時的に停止することができるものとします。また、そ
の場合、当社はカードの返却を求めることができるものとし、当社から委託を受けた者または加盟店からカー
ドの回収の要請があった場合は、会員は異議なくこれに応ずるものとします。
第１８条（カードの破棄等）　略
第１９条（届出事項の変更等）　略
第２０条（諸法令等の適用）　略
第２１条（債権譲渡）　略
第２２条（規約の変更）　略
第２３条（準拠法）　略
第２４条（合意管轄裁判所）　略
第２５条（反社会的勢力の排除）　略
第２６条（カードショッピングの利用方法）
⑴　略
⑵　カードの利用に際しては、カードの利用可能枠の範囲内であっても原則として当社の承認を必要とします。
　なお、この場合、利用する取引や購入商品の種類、利用金額等により当社が加盟店もしくは会員に対してカード
　の利用状況等に関し照会を行うことに会員はあらかじめ同意するものとします。
⑶　略
⑷　略
⑸　略
⑹　略

第２７条（カードショッピングの支払金の支払方法）　略
第２８条（遅延損害金）　略
第２９条（早期完済の特約）　略
第３０条（見本・カタログ等と現物の相違）　略
第３１条（支払停止の抗弁）　略

＜カードキャッシング条項＞
　※本条項は、カードにキャッシング利用可能枠が付与されている場合のみ適用されます。
第３２条（カードキャッシングの利用方法）
⑴　略
⑵　略
⑶　略
⑷　会員は、キャッシング利用可能枠の範囲内で繰り返しカードキャッシングをご利用いただけます。なお、
　ご利用やご返済により返済の期間・回数・総支払額は変動します。
⑸　略

第３３条（取引内容に係る書面の交付）　略
第３４条（カードキャッシングの返済金の返済方法）　略
第３５条（遅延損害金）　略
第３６条（利息制限法との関係）　略
第３７条（貸付の契約に係る勧誘）　略

以上

アプラスカード会員規約
 ＜一般条項＞
第１条（会員および家族会員）　略
第２条（カードの貸与・有効期限）　略
第３条（年会費）　略
第４条（暗証番号）　略
第５条（カードの機能）　略
第６条（付帯サービス等）　略
第７条（カードの利用可能枠）　
⑴　当社は、カードの利用可能枠を、家族会員の利用分を含んで審査のうえ決定し、定めるものとします。なお、
　本条に定める利用可能枠には、家族会員の利用分を含むものとします。
⑵　当社は、2回払い、ボ－ナス一括払い、回数指定分割払い、リボルビング払い（以下、これらの支払方法を総じて、
　本条において「分割払い等」といいます）に係る利用可能枠（以下「顧客割賦利用可能枠」といいます。）を審査の
　うえ決定し、定めるものとします。顧客割賦利用可能枠は会員に対して付与されるものとします。
⑶　当社は、顧客割賦利用可能枠の範囲内で、かつ⑴に定めるカードの利用可能枠を上限として、カード毎に分
　割払い等に係る利用可能枠（以下「カード割賦利用可能枠」といいます。）を審査のうえ決定し、定めるものとします。
⑷　会員がカード（カードキャッシング専用カードおよび法人カードを除きます。以下、本項において同じ）を
　複数枚保有する場合において、分割払い等の方法によりカードショッピングをする場合は、会員は、カード割賦
　利用可能枠の範囲内で、かつ顧客割賦利用可能枠を超えない範囲内において、カードショッピングをすること
　ができるものとします。
⑸　当社は、カードキャッシングの利用可能枠を、第１項のカードの利用可能枠の範囲内で当社が審査のうえ
　決定し、定めるものとします。
⑹　本条に定める利用可能枠は、当社が会員に対してカードを発送する際に同封する台紙等に表示その他
　当社所定の方法により通知するものとします。
⑺　会員は、当社が認めた場合を除き、本条に定める利用可能枠を超えてカードを利用してはならないものと
　します。なお、当社の承認なくカードの利用可能枠を超えてカードを利用した場合は、カードの利用可能枠
　を超えた金額について速やかに一括して支払うものとします。また、会員が顧客割賦利用可能枠またはカード
　割賦利用可能枠を超えてカードショッピングを行った場合は、当該超過分は、「翌月１回払い」（締切日により
　当月１回払いとなる場合を含みます。以下同じ）として取り扱われることに会員は異議ないものとします。
⑻　日本国外におけるカードの１回当りの利用可能枠は、国別に当社が定めるものとします。
⑼　当社は、会員または会員のカード利用が以下の各号のいずれかに該当した場合は、カードの利用を停止し、
　あるいは利用可能枠を減額できるものとします。
①会員のカード利用が本規約に違反する場合、あるいは違反するおそれがある場合、その他不審な点が
　みられた場合。
②会員の信用状態が著しく悪化した場合。
③会員が、関係法令または当社が属する業界団体等の自主規制（以下「関係法令等」といいます。）に基づき当社
　が提出を求めた収入証明書類、その他の必要書類を提出しなかった場合。
④会員の借入残高あるいは利用残高が、関係法令等に定められた上限を超過する場合。
⑤その他当社が必要と認めた場合。

⑽　当社が前項の措置を講じる場合、関係法令等により通知が義務づけられている場合を除いて会員に対して
　特段の通知を要しないものとします。
⑾　当社は、会員が希望し、当社が適当と認めた場合には、本条に定める利用可能枠を増枠できるものとします。
　ただし、会員から増枠を希望しない旨の申出があった場合は増枠しないものとします。
⑿　会員が、当社のカード（カードキャッシング専用カードを含む。）を複数枚保有する場合は、会員はカ－ドキャッ
　シングを利用するカ－ドを指定するものとします。なお、会員によるカ－ドの指定がない場合は、当社は、カードを
　指定することができるものとします。
⒀　会員は、会員または当社が⑿において指定したカ－ド以外のカードについて、新たにカードキャッシングを
　利用することができなくなることをあらかじめ承諾するものとします。

第８条（支払い）　略
第９条（日本国外の利用代金の円への換算）　略
第１０条（カード利用による支払金等の充当順位）　略
第１１条（費用等の負担）　略
第１２条（公租公課）　略
第１３条（カードの紛失・盗難・偽造）　略
第１４条（カードの再発行）　略
第１５条（期限の利益喪失）　略
第１６条（脱会ならびにカードの利用停止と返却）　略
第１７条（カード利用の一時停止）
会員が、カード利用可能枠を超えた利用をした場合またはしようとした場合、利用可能枠内であっても短時間に
換金性の高い商品（貴金属、商品券類等を指すが、これらに限らない。）を連続して購入する等、カード利用状況が
不審なものと当社が判断した場合、もしくは第８条に規定する支払いの遅延状況によっては、当社は、会員に対し
て特段の通知を要せず、当該カードの利用を一時的に停止することができるものとします。また、その場合、当社
はカードの返却を求めることができるものとし、当社から委託を受けた者または加盟店からカードの回収の要請
があった場合は、会員は異議なくこれに応ずるものとします。
第１８条（カードの破棄等）　略
第１９条（届出事項の変更等）　略
第２０条（諸法令等の適用）　略
第２１条（債権譲渡）　略
第２２条（規約の変更）　略
第２３条（準拠法）　略
第２４条（合意管轄裁判所）　略
第２５条（反社会的勢力の排除）　略
第２６条（カードショッピングの利用方法）
⑴　略
⑵　カードの利用に際しては、カード利用可能枠の範囲内であっても原則として当社の承認を必要とします。
　なお、この場合、利用する取引や購入商品の種類、利用金額等により当社が加盟店もしくは会員に対してカード
　の利用状況等に関し照会を行うことに会員はあらかじめ同意するものとします。
⑶　略
⑷　略
⑸　略
⑹　略
第２７条（カードショッピングの支払金の支払方法）　略
第２８条（遅延損害金）　略
第２９条（早期完済の特約）　略
第３０条（見本・カタログ等と現物の相違）　略
第３１条（支払停止の抗弁）　略

＜カードキャッシング条項＞
　※本条項は、カードにキャッシング利用可能枠が付与されている場合のみ適用されます。
第３２条（カードキャッシングの利用方法）
⑴　略
⑵　略
⑶　略
⑷　会員は、カード利用可能枠のうちキャッシング利用可能枠内で繰り返しカードキャッシングをご利用いただ
　けます。なお、ご利用やご返済により返済の期間・回数・総支払額は変動します。
⑸　略
第３３条（取引内容に係る書面の交付）　略
第３４条（カードキャッシングの返済金の返済方法）　略
第３５条（遅延損害金）　略
第３６条（利息制限法との関係）　略
第３７条（貸付の契約に係る勧誘）　略

以上

2018年8月6日付にて会員規約の一部を以下のとおり変更いたします。
なお、カードの種類によって会員規約の条項数が異なる場合がございます。
（注）緑色の条文、条項数が変更箇所です。

〈エメラルドSTACIA カード会員様用〉

新システムへの移行に伴う
お知らせ

【スタシア用】アプラス様　新システムへの移行案内リーフレット　オモテ面 



翌月当月

〈カードのご利用からお支払いまで〉

・カードショッピングの場合
  （ご利用加盟店により、お支払い月が
   遅れる場合がございます。）

・阪急百貨店・阪神百貨店での
 カードショッピングの場合
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＜お問合わせ先＞
アプラス カスタマーサポート 0570-008-789（有料）
受付時間 9：30～17：30（日祝休）
※国際電話・IP電話をご利用の場合は、03-5819-5870または06-6368-7254へおかけください。

【カードご利用明細書WEBサービス】
ご利用金額等のお知らせは毎月17日にNETs t a t i o n*APLUSにご登録のe -ma i lアドレスに送付しております
が、新システムでは、ご利用明細書の作成日（毎月14日）から弊社処理日までにご利用金額等の変更があった場合、
変更後の内容を毎月22日に改めて送付いたします。
この変更に伴い、1ヶ月に2通、送付される場合がございますので、あらかじめご了承ください。

【ご利用明細書（郵送）】
ご利用金額等のお知らせは毎月19日～23日に郵送しておりますが、新システムでは、ご利用明細書の作成日（毎
月14日）から弊社処理日までにご利用金額等の変更があった場合、変更後の内容を毎月24日～26日に改めて郵送
いたします。
この変更に伴い、1ヶ月に2通、郵送される場合がございますので、あらかじめご了承ください。

現在は、クレジットカードごとに「利用可能枠」を設定しており、その内枠として「キャッシング利用可能枠」を設定
しております。
新システムでは、ショッピング用の「ショッピング利用可能枠」とキャッシング用の「キャッシング利用可能枠」を別々に
設定いたします。詳しくは、図1をご覧ください。
お客さまのカードのご利用可能枠につきましては、2018年8月6日以降、NETstat ion*APLUSまたはご利用明細書
にてご確認いただけます。

利用可能枠はクレジットカードごとに設定しておりますが、複数枚のクレジットカードをお持ちいただいておりますお客
さまには「お客さまのご利用可能枠」を設定いたします。
お客さまのご利用可能枠は、複数枚のクレジットカードのうち最も大きな利用可能枠を設定したカードの利用可能枠
と同額となります。
例えば、利用可能枠100万円のカードAと利用可能枠50万円のカードBをお持ちのお客さまのご利用可能枠は100万円と
なります。詳しくは、図2をご覧ください。
この変更により、お客さまのご利用可能枠が小さくならないよう、新システムへの移行時に、クレジットカードごとに設定
しております利用可能枠を増枠いたします。
カードの利用可能枠につきましては、2018年8月6日以降、NETstation*APLUSまたはご利用明細書にてご確認いただ
けます。

①阪急百貨店・阪神百貨店でのエメラルドSTACIAカードご利用時の
　カードショッピングご利用代金のご請求月の変更
現在は、阪急百貨店・阪神百貨店でのエメラルドSTACIAカードご利用時のショッピングご利用代金につきましては、
締切日（毎月末日）翌月の27日にご請求となっておりますが、新システムでは、締切日（毎月5日）当月の27日にご請求
するよう変更となります。
この変更に伴い、阪急百貨店・阪神百貨店での毎月1日～5日のご利用代金は、現在の翌月の27日のご請求が当月の
27日のご請求となります。あらかじめご了承ください。

②阪急百貨店・阪神百貨店以外の店舗および加盟店での
　カードショッピングご利用代金のご請求月
現在は、一部のショッピングご利用代金につきましては、締切日（毎月5日）当月の27日にご請求するところ、翌月の27
日にご請求している場合がございました。新システムでは、締切日（毎月5日）当月の27日にご請求するよう変更いた
します。
この変更に伴い、携帯電話料金・保険料・電気・ガスなどの毎月継続してご利用となる料金の一部につきましては、一時的
に、2ヶ月分をご請求させていただく場合がございます。あらかじめご了承ください。
なお、2ヶ月分のお支払いが困難な場合は、お手数ではございますが、カスタマーサポートまでご相談いただきますよう
お願い申しあげます。

ご利用明細書

ショッピングご利用代金のご請求月1.

2.

3.ご利用可能枠

クレジットカードを複数枚お持ちの
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＜お問合わせ先＞
アプラス カスタマーサポート 0570-008-789（有料）
受付時間 9：30～17：30（日祝休）
※国際電話・IP電話をご利用の場合は、03-5819-5870または06-6368-7254へおかけください。
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　カードショッピングご利用代金のご請求月の変更
現在は、阪急百貨店・阪神百貨店でのエメラルドSTACIAカードご利用時のショッピングご利用代金につきましては、
締切日（毎月末日）翌月の27日にご請求となっておりますが、新システムでは、締切日（毎月5日）当月の27日にご請求
するよう変更となります。
この変更に伴い、阪急百貨店・阪神百貨店での毎月1日～5日のご利用代金は、現在の翌月の27日のご請求が当月の
27日のご請求となります。あらかじめご了承ください。

②阪急百貨店・阪神百貨店以外の店舗および加盟店での
　カードショッピングご利用代金のご請求月
現在は、一部のショッピングご利用代金につきましては、締切日（毎月5日）当月の27日にご請求するところ、翌月の27
日にご請求している場合がございました。新システムでは、締切日（毎月5日）当月の27日にご請求するよう変更いた
します。
この変更に伴い、携帯電話料金・保険料・電気・ガスなどの毎月継続してご利用となる料金の一部につきましては、一時的
に、2ヶ月分をご請求させていただく場合がございます。あらかじめご了承ください。
なお、2ヶ月分のお支払いが困難な場合は、お手数ではございますが、カスタマーサポートまでご相談いただきますよう
お願い申しあげます。
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平素はエメラルドSTACIA カードをご愛顧いただき、誠にありがとうございます。

このたび、2018年8月6日（月）より新システムに移行させていただきます。

これに伴い、ショッピングご利用代金のご請求月、ご利用可能枠等クレジットカードシ

ステム、ならびに会員規約の一部が変更になります。

なお、お持ちいただいておりますエメラルドSTACIA カードは通常どおりご利用いただけ

ますのでご安心ください。

また、新システムへの移行に関しまして、お客さまによるお手続きは必要ございません。

このたびの変更に際し、何卒ご理解賜りますようお願い申しあげます。

今後ともエメラルドSTACIA カードをご愛顧賜りますよう何卒よろしくお願い申しあげ

ます。

2018年6月

株式会社アプラス

会員規約
変更後（2018年8月6日付）現在

アプラスカード会員規約
 ＜一般条項＞
第１条（会員および家族会員）　略
第２条（カードの貸与・有効期限）　略
第３条（年会費）　略
第４条（暗証番号）　略
第５条（カードの機能）　略
第６条（付帯サービス等）　略
第７条（カードの利用可能枠）　
⑴　当社は、カードの利用可能枠を、家族会員の利用分を含んで審査のうえ決定し、定めるものとします。
　なお、本条に定める利用可能枠には、家族会員の利用分を含むものとします。
⑵　当社は、⑴のカードの利用可能枠を、カードショッピングに係る利用可能枠（以下「ショッピング利
　用可能枠」といいます。）およびカードキャッシングに係る利用可能枠（以下「キャッシング利用可能
　枠」といいます。）の合計により定めるものとします。
⑶　当社は、ショッピング利用可能枠の範囲内で、2回払い、ボ－ナス一括払い、回数指定分割払い、リボ
　ルビング払い（以下、これらの支払方法を総じて、本条において「分割払い等」といいます。）に係る利用
　可能枠（以下「割賦利用可能枠」といいます。）を審査のうえ決定し、定めるものとします。
⑷　会員が当社から複数枚のカードの貸与を受けた場合、それら複数枚のカード全体における利用可能枠は、
　原則として各カードごとに定められた利用可能枠のうち最も高い金額となり、それら複数枚のカードにおける
　利用可能枠の合計金額にはなりません。
⑸　本条に定める利用可能枠は、当社が会員に対してカードを発送する際に同封する台紙等に表示その他
　当社所定の方法により通知するものとします。
⑹　会員は、当社が認めた場合を除き、本条に定める利用可能枠を超えてカードを利用してはならないものと
　します。なお、当社の承認なくカードの利用可能枠を超えてカードを利用した場合は、カードの利用可能枠
　を超えた金額について速やかに一括して支払うものとします。また、会員が割賦利用可能枠を超えてカード
　ショッピングを行った場合は、当該超過分は、「翌月１回払い」（締切日により当月１回払いとなる場合を含み
　ます。以下同じ）として取り扱われることに会員は異議ないものとします。
⑺　日本国外におけるカードの１回当りの利用可能枠は、国別に当社が定めるものとします。
⑻　当社は、会員または会員のカード利用が以下の各号のいずれかに該当した場合は、カードの利用を停止し、
　あるいは利用可能枠を減額できるものとします。
①会員のカード利用が本規約に違反する場合、あるいは違反するおそれがある場合、その他不審な点が
　みられた場合。
②会員の信用状態が著しく悪化した場合。
③会員が、関係法令または当社が属する業界団体等の自主規制（以下「関係法令等」といいます。）に基づき
　当社が提出を求めた収入証明書類、その他の必要書類を提出しなかった場合。
④会員の借入残高あるいは利用残高が、関係法令等に定められた上限を超過する場合。
⑤その他当社が必要と認めた場合。

⑼　当社が前項の措置を講じる場合、関係法令等により通知が義務づけられている場合を除いて会員
　に対して特段の通知を要しないものとします。
⑽　当社は、会員が希望し、当社が適当と認めた場合には、本条に定める利用可能枠を増枠できるものとし
　ます。ただし、会員から増枠を希望しない旨の申出があった場合は増枠しないものとします。

⑿　削除

⒀　削除

第８条（支払い）　略
第９条（日本国外の利用代金の円への換算）　略
第１０条（カード利用による支払金等の充当順位）　略
第１１条（費用等の負担）　略
第１２条（公租公課）　略
第１３条（カードの紛失・盗難・偽造）　略
第１４条（カードの再発行）　略
第１５条（期限の利益喪失）　略
第１６条（脱会ならびにカードの利用停止と返却）　略
第１７条（カード利用の一時停止）
会員が、カードの利用可能枠を超えた利用をした場合またはしようとした場合、利用可能枠内であっても短時
間に換金性の高い商品（貴金属、商品券類等を指すが、これらに限らない。）を連続して購入する等、カード利用
状況が不審なものと当社が判断した場合、もしくは第８条に規定する支払いの遅延状況によっては、当社は、
会員に対して特段の通知を要せず、当該カードの利用を一時的に停止することができるものとします。また、そ
の場合、当社はカードの返却を求めることができるものとし、当社から委託を受けた者または加盟店からカー
ドの回収の要請があった場合は、会員は異議なくこれに応ずるものとします。
第１８条（カードの破棄等）　略
第１９条（届出事項の変更等）　略
第２０条（諸法令等の適用）　略
第２１条（債権譲渡）　略
第２２条（規約の変更）　略
第２３条（準拠法）　略
第２４条（合意管轄裁判所）　略
第２５条（反社会的勢力の排除）　略
第２６条（カードショッピングの利用方法）
⑴　略
⑵　カードの利用に際しては、カードの利用可能枠の範囲内であっても原則として当社の承認を必要とします。
　なお、この場合、利用する取引や購入商品の種類、利用金額等により当社が加盟店もしくは会員に対してカード
　の利用状況等に関し照会を行うことに会員はあらかじめ同意するものとします。
⑶　略
⑷　略
⑸　略
⑹　略

第２７条（カードショッピングの支払金の支払方法）　略
第２８条（遅延損害金）　略
第２９条（早期完済の特約）　略
第３０条（見本・カタログ等と現物の相違）　略
第３１条（支払停止の抗弁）　略

＜カードキャッシング条項＞
　※本条項は、カードにキャッシング利用可能枠が付与されている場合のみ適用されます。
第３２条（カードキャッシングの利用方法）
⑴　略
⑵　略
⑶　略
⑷　会員は、キャッシング利用可能枠の範囲内で繰り返しカードキャッシングをご利用いただけます。なお、
　ご利用やご返済により返済の期間・回数・総支払額は変動します。
⑸　略

第３３条（取引内容に係る書面の交付）　略
第３４条（カードキャッシングの返済金の返済方法）　略
第３５条（遅延損害金）　略
第３６条（利息制限法との関係）　略
第３７条（貸付の契約に係る勧誘）　略

以上

アプラスカード会員規約
 ＜一般条項＞
第１条（会員および家族会員）　略
第２条（カードの貸与・有効期限）　略
第３条（年会費）　略
第４条（暗証番号）　略
第５条（カードの機能）　略
第６条（付帯サービス等）　略
第７条（カードの利用可能枠）　
⑴　当社は、カードの利用可能枠を、家族会員の利用分を含んで審査のうえ決定し、定めるものとします。なお、
　本条に定める利用可能枠には、家族会員の利用分を含むものとします。
⑵　当社は、2回払い、ボ－ナス一括払い、回数指定分割払い、リボルビング払い（以下、これらの支払方法を総じて、
　本条において「分割払い等」といいます）に係る利用可能枠（以下「顧客割賦利用可能枠」といいます。）を審査の
　うえ決定し、定めるものとします。顧客割賦利用可能枠は会員に対して付与されるものとします。
⑶　当社は、顧客割賦利用可能枠の範囲内で、かつ⑴に定めるカードの利用可能枠を上限として、カード毎に分
　割払い等に係る利用可能枠（以下「カード割賦利用可能枠」といいます。）を審査のうえ決定し、定めるものとします。
⑷　会員がカード（カードキャッシング専用カードおよび法人カードを除きます。以下、本項において同じ）を
　複数枚保有する場合において、分割払い等の方法によりカードショッピングをする場合は、会員は、カード割賦
　利用可能枠の範囲内で、かつ顧客割賦利用可能枠を超えない範囲内において、カードショッピングをすること
　ができるものとします。
⑸　当社は、カードキャッシングの利用可能枠を、第１項のカードの利用可能枠の範囲内で当社が審査のうえ
　決定し、定めるものとします。
⑹　本条に定める利用可能枠は、当社が会員に対してカードを発送する際に同封する台紙等に表示その他
　当社所定の方法により通知するものとします。
⑺　会員は、当社が認めた場合を除き、本条に定める利用可能枠を超えてカードを利用してはならないものと
　します。なお、当社の承認なくカードの利用可能枠を超えてカードを利用した場合は、カードの利用可能枠
　を超えた金額について速やかに一括して支払うものとします。また、会員が顧客割賦利用可能枠またはカード
　割賦利用可能枠を超えてカードショッピングを行った場合は、当該超過分は、「翌月１回払い」（締切日により
　当月１回払いとなる場合を含みます。以下同じ）として取り扱われることに会員は異議ないものとします。
⑻　日本国外におけるカードの１回当りの利用可能枠は、国別に当社が定めるものとします。
⑼　当社は、会員または会員のカード利用が以下の各号のいずれかに該当した場合は、カードの利用を停止し、
　あるいは利用可能枠を減額できるものとします。
①会員のカード利用が本規約に違反する場合、あるいは違反するおそれがある場合、その他不審な点が
　みられた場合。
②会員の信用状態が著しく悪化した場合。
③会員が、関係法令または当社が属する業界団体等の自主規制（以下「関係法令等」といいます。）に基づき当社
　が提出を求めた収入証明書類、その他の必要書類を提出しなかった場合。
④会員の借入残高あるいは利用残高が、関係法令等に定められた上限を超過する場合。
⑤その他当社が必要と認めた場合。

⑽　当社が前項の措置を講じる場合、関係法令等により通知が義務づけられている場合を除いて会員に対して
　特段の通知を要しないものとします。
⑾　当社は、会員が希望し、当社が適当と認めた場合には、本条に定める利用可能枠を増枠できるものとします。
　ただし、会員から増枠を希望しない旨の申出があった場合は増枠しないものとします。
⑿　会員が、当社のカード（カードキャッシング専用カードを含む。）を複数枚保有する場合は、会員はカ－ドキャッ
　シングを利用するカ－ドを指定するものとします。なお、会員によるカ－ドの指定がない場合は、当社は、カードを
　指定することができるものとします。
⒀　会員は、会員または当社が⑿において指定したカ－ド以外のカードについて、新たにカードキャッシングを
　利用することができなくなることをあらかじめ承諾するものとします。

第８条（支払い）　略
第９条（日本国外の利用代金の円への換算）　略
第１０条（カード利用による支払金等の充当順位）　略
第１１条（費用等の負担）　略
第１２条（公租公課）　略
第１３条（カードの紛失・盗難・偽造）　略
第１４条（カードの再発行）　略
第１５条（期限の利益喪失）　略
第１６条（脱会ならびにカードの利用停止と返却）　略
第１７条（カード利用の一時停止）
会員が、カード利用可能枠を超えた利用をした場合またはしようとした場合、利用可能枠内であっても短時間に
換金性の高い商品（貴金属、商品券類等を指すが、これらに限らない。）を連続して購入する等、カード利用状況が
不審なものと当社が判断した場合、もしくは第８条に規定する支払いの遅延状況によっては、当社は、会員に対し
て特段の通知を要せず、当該カードの利用を一時的に停止することができるものとします。また、その場合、当社
はカードの返却を求めることができるものとし、当社から委託を受けた者または加盟店からカードの回収の要請
があった場合は、会員は異議なくこれに応ずるものとします。
第１８条（カードの破棄等）　略
第１９条（届出事項の変更等）　略
第２０条（諸法令等の適用）　略
第２１条（債権譲渡）　略
第２２条（規約の変更）　略
第２３条（準拠法）　略
第２４条（合意管轄裁判所）　略
第２５条（反社会的勢力の排除）　略
第２６条（カードショッピングの利用方法）
⑴　略
⑵　カードの利用に際しては、カード利用可能枠の範囲内であっても原則として当社の承認を必要とします。
　なお、この場合、利用する取引や購入商品の種類、利用金額等により当社が加盟店もしくは会員に対してカード
　の利用状況等に関し照会を行うことに会員はあらかじめ同意するものとします。
⑶　略
⑷　略
⑸　略
⑹　略
第２７条（カードショッピングの支払金の支払方法）　略
第２８条（遅延損害金）　略
第２９条（早期完済の特約）　略
第３０条（見本・カタログ等と現物の相違）　略
第３１条（支払停止の抗弁）　略

＜カードキャッシング条項＞
　※本条項は、カードにキャッシング利用可能枠が付与されている場合のみ適用されます。
第３２条（カードキャッシングの利用方法）
⑴　略
⑵　略
⑶　略
⑷　会員は、カード利用可能枠のうちキャッシング利用可能枠内で繰り返しカードキャッシングをご利用いただ
　けます。なお、ご利用やご返済により返済の期間・回数・総支払額は変動します。
⑸　略
第３３条（取引内容に係る書面の交付）　略
第３４条（カードキャッシングの返済金の返済方法）　略
第３５条（遅延損害金）　略
第３６条（利息制限法との関係）　略
第３７条（貸付の契約に係る勧誘）　略

以上

2018年8月6日付にて会員規約の一部を以下のとおり変更いたします。
なお、カードの種類によって会員規約の条項数が異なる場合がございます。
（注）緑色の条文、条項数が変更箇所です。

〈エメラルドSTACIA カード会員様用〉

新システムへの移行に伴う
お知らせ

【スタシア用】アプラス様　新システムへの移行案内リーフレット　オモテ面 


